
施
設
改
修
が
始
ま
っ
た
吉
野
川
北

岸
用
水

「
毎
日
田
ん
ぼ
に
給
水
で
き
る
よ

う
、
予
算
を
つ
け
て
事
業
を

進
め
て
ほ
し
い
」。
吉
野
川
北
岸
土
地
改

良
区
と
関
連
自
治
体
関
係
者
が
七
月
二

十
三
日
、
関
係
省
庁
に
陳
情
。
吉
野
川

北
岸
二
期
土
地
改
良
事
業
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
要
望
し
た
。

　

吉
野
川
北
岸
二
期
土
地
改
良
事
業
は
、

老
朽
化
し
た
吉
野
川
北
岸
用
水
の
改
修
事

業
だ
。
吉
野
川
北
岸
用
水
は
池
田
ダ
ム
で

取
水
し
た
水
を
板
野
町
ま
で
流
す
水
路
。

周
辺
の
田
畑
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
。

　

吉
野
川
北
岸
用
水
は
平
成
元
年
度

に
完
成
。
三
十
年
以
上
農
業
用
水
を

供
給
し
て
き
た
が
、
施
設
が
老
朽
化
。

国
が
令
和
二
年
度
か
ら
吉
野
川
北
岸

二
期
土
地
改
良
事
業
と
し
て
施
設
改

修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

計
画
で
は
池
田
取
水
口
な
ど
六
か
所

の
用
水
路
や
水
管
理
施
設
等
を
改
修
。

調
整
池
の
拡
張
や
新
設
を
行
う
。
事
業

の
工
期
は
令
和
二
年
度
か
ら
令
和
十
六

年
度
の
予
定
。
総
事
業
費
は
三
四
〇
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

水
田
へ
の
給
水
は
隔
日
、
求
め
ら

れ
る
調
整
池

施
設
改
修
が
進
行
中
の
吉
野
川
北
岸

用
水
。
も
う
一
つ
の
課
題
が
農
業

用
水
の
安
定
供
給
だ
。
水
需
要
の
集
中
で

供
給
不
足
が
発
生
。
隔
日
し
か
水
田
に
水

が
給
水
さ
れ
な
い
現
状
だ
。

　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
調
整
池
の

拡
張
や
新
設
は
農
業
用
水
の
安
定
供
給
対

策
だ
。
阿
波
市
で
は
柿
原
調
整
池
拡
張
工

事
の
完
成
、
金
清
調
整
池
拡
張
工
事
の
着

手
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

地
元
団
体
が
国
に
事
業
推
進
を
陳

情
、
財
務
省
は
片
山
大
臣
が
対
応

農
業
用
水
の

安
定
供
給

を
目
指
し
、
関

係
省
庁
に
吉
野

川
北
岸
用
水
の

施
設
改
修
や
調

整
池
の
拡
張
等
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

求
め
る
地
元
団
体
が
「
吉
野
川
北
岸
二

期
土
地
改
良
事
業
推
進
協
議
会
」
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
農
業
用
水
の
恩
恵
を

受
け
る
土
地
改
良
区
や
関
連
自
治
体

関
係
者
。
会
長
は
吉
野
川
北
岸
土
地

改
良
区
副
理
事
長
の
町
田
寿
人
阿
波

市
長
。
副
会
長
は
吉
野
川
北
岸
土
地

改
良
区
理
事
長
の
寺
井
正
邇
県
議
だ
。

　

協
議
会
を
代
表
す
る
町
田
市
長
と

寺
井
県
議
は
七
月
二
十
三
日
、
農
水

省
と
財
務
省
を
訪
問
。
事
業
予
算
の

確
保
と
事
業
の
着
実
な
推
進
を
陳
情

し
た
。
農
水
省
か
ら
出
向
中
の
鈴
木

徳
島
県
農
林
水
産
部
長
も
同
行
し
た
。

　

担
当
省
庁
の
農
水
省
は
農
村
振
興

局
の
松
本
局
長
や
青
山
次
長
、
石
川

整
備
部
長
、
山
本
政
務
官
ら
が
対
応

し
た
が
、
財
務
省
は
片
山
さ
つ
き
大

臣
が
面
会
に
応
じ
て
く
れ
た
。

　

大
臣
室
で
片
山
財
務
相
と
面
会
し

た
町
田
市
長
は
、
提
言
書
を
手
渡
し
、

吉
野
川
北
岸
の
土
地
改
良
事
業
の
着

実
な
事
業
推
進
と
予
算
配
分
を
陳

情
。
片
山
財
務
相
は
「
わ
か
り
ま
し

た
」
と
答
え
た
。

片
山
大
臣
を
動
か
し
た
山
口
衆
院

議
員
、
政
権
支
え
る
麻
生
派
副
会
長

多
忙
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
た
片

山
財
務
相
。
特
別
対
応
の
背
景
に

は
、
山
口
俊
一
衆
院
議
員
（
徳
島
二
区
）

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
山
口
衆
院
議

員
が
片
山
財
務
相
に
働
き
か
け
、
面
会

が
実
現
し
た
。

　

山
口
衆
院
議
員
は
高
市
政
権
を
支
え

る
麻
生
派
の
副
会
長
。
衆
議
院
議

院
運
営
委
員
長
と
し
て
国
会
運
営

を
仕
切
る
。
国
政
に
睨
み
を
利
か

す
自
民
党
重
鎮
議
員
の
政
治
力
が

片
山
財
務
相
を
動
か
し
た
。

も
う
一
つ
の
背
景
が
、
片
山

財
務
相
と
町
田
市
長
の
人
間
関

係
だ
。
町
田
市
長
は
片
山
財
務

相
の
お
気
に
入
り
首
長
の
一
人

で
、「
要
望
は
、
い
つ
で
も
ど

う
ぞ
」
と
フ
リ
ー
パ
ス
を
与
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

町
田
市
長
は
市
職
員
上
が
り
で
、
現
在

一
期
目
。
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は

無
縁
な
実
直
な
政
治
ス
タ
イ
ル
。
財
務

相
の
信
頼
を
得
る
な
ど
、
地
味
だ
が
キ

ラ
リ
と
光
る
政
治
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

片
山
財
務
相
側
に
も
事
情
が
あ
っ
た
。

四
国
で
後
援
会
の
支
部
が
な
い
の
は
徳
島

だ
け
。
高
市
首
相
の
背
中
を
追
い
政
治
的

飛
躍
を
目
指
す
片
山
財
務
相
に
と
っ
て
徳

島
対
策
は
政
治
課
題
の
一
つ
だ
っ
た
。

加
速
で
き
る
か
、
基
盤
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

「
第
二
の
吉
野
川
」
と
言
わ
れ
、

周
辺
田
畑
に
農
業
用
水
を
供

給
す
る
吉
野
川
北
岸
用
水
。
関
係
自
治

体
は
阿
波
市
、
吉
野
川
市
、
美
馬
市
、

三
好
市
、
板
野
町
、
上
板
町
、
東
み
よ

し
町
の
四
市
三
町
。

　

受
益
面
積
は
田
が
四
、
四
一
三
ｈ

ａ
、
畑
が
一
、
一
〇
五
ｈ
ａ
。
米
を

中
心
に
、夏
秋
な
す
、レ
タ
ス
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
果
樹
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
農
業
経
営
を
支
え
る
貴
重
な
水
資

源
に
な
っ
て
い
る
。

　

関
係
自
治
体
に
お
け
る
米
や
野
菜
、

果
実
な
ど
の
農
業
算
出
額
（
令
和
六
年
）

の
ト
ッ
プ
3
は
阿
波
市
‐
二
一
〇
億
円
、

板
野
町‐六
〇
億
円
、美
馬
市‐五
八
億
円
。

　

徳
島
の
農
業
と
ブ
ラ
ン
ド
産
品
づ

く
り
を
支
え
る
吉
野
川
北
岸
用
水
。

財
務
相
ら
へ
の
要
望
活
動
で
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
基
盤
施

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
は
ど
れ
だ

け
加
速
さ
れ
る
の
か
。

ア
ミ
コ
ビ
ル
を
運
営
す
る
徳
島
都
市
開
発
社
長
を
や
め
、
県
地
域
商
社
会
長
に
転
身
し
た
南
波
岳
大
氏
。
経
営
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
合
同
会
社
が
徳
島
都
市
開
発
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
。
経
営
を
投
げ
出
し
た
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
務
ま
る
の
か
。
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李
登
輝
元
総
統
の
命
日
に
開
か
れ
た

交
流
イ
ベ
ン
ト

高
知
と
台
湾
の
交
流
活
動
を
推
進
す
る

高
知
県
日
台
親
善
協
会
が
七
月
三
十

日
、
交
流
懇
親
会
を
開
催
。
台
湾
の
大
阪

総
領
事
に
相
当
す
る
台
北
駐
大
阪
経
済
文

化
弁
事
処
の
范
振
國
処
長
ら
が
参
加
。
日

台
関
係
者
が
交

流
を
深
め
た
。

徳
島
日
台
親
善

協
会
の
役
員
も

参
加
し
た
。

高
知
県
日
台

親
善
協
会
（
有

田
憲
一
会
長
）

は
全
国
に
あ
る

日
台
親
善
協
会

の
先
駆
者
的
存

在
。
有
田
会

長
は
日
台
親
善
協
会
全
国
連
合
会
の
副
会

長
。日
台
交
流
の
歴
史
を
作
っ
た
民
間
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
だ
。

　

交
流
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
七
月
三
十

日
は
李
登
輝
元
総
統
の
命
日
。
台
北
か
ら

は
李
登
輝
元
総
統
の
秘
書
だ
っ
た
小
栗
山

雪
枝
さ
ん
が
駆
け
付
け
、「
台
湾
民
主
化
の

父
」
の
功
績
を
偲
ん
だ
。

　

来
賓
出
席
し
た
范
振
國
処
長
は
今
年
四

月
に
処
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
。
九
州
大

学
や
台
湾
大
学
を
卒
業
。
日
本
勤
務
が
長

い
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
だ
。
熊
本
地
震
を
見

舞
い
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
「
高
知
県
日
台
親
善
協
会
は
自
治
体
や
議

会
関
係
者
の
賛
同
者
も
多
く
、
活
動
も
盛

大
で
す
。『
竜
馬
空
港
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

定
期
便
に
し
て
ほ
し
い
』
と
台
湾
へ
熱
い

想
い
と
期
待
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
台
湾
の
絆
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
三
番
目
の
貿
易
相
手
国
で
、
日
本

を
訪
問
す
る
台
湾
人
は
年
間
六
八
〇
万
人
。

人
口
の
約
三
割
が
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
意
識
調
査
で
は
災
害
時
の
助
け

合
い
な
ど
好
感
度
は
七
〇
％
。
信
頼
感
が

基
礎
に
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
外
交
や
経

済
協
力
な
ど
で
ｗ
ｉ
ｎ
‐
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

を
強
固
し
て
き
ま
し
ょ
う
」。

No.2

　
　

高
知
の
日
台
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
出
会
っ
た
台
湾
レ
デ
ィ
。
台
湾

貿
易
セ
ン
タ
ー
大
阪
事
務
所
所
長

の
許
維
真
さ
ん
。
流
暢
な
日
本
語

を
品
よ
く
話
す
。
一
際
華
や
か
な

存
在
感
だ
。

　

台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
は
日
本
と

台
湾
の
貿
易
振
興
を
図
る
機
関
。

日
本
の
ジ
ェ
ト
ロ
に
相
当
す
る
。

「
台
湾
に
投
資
し
た
い
方
や
輸
出

し
た
い
方
は
い
つ
で
も
相
談
に
乗

り
ま
す
よ
」。
爽
や
か
な
笑
顔
で

対
応
し
て
く
れ
た
。

事
業
が
終
わ
っ
た
の
に
い

ま
だ
非
開
示
、
香
港
便
赤
字

補
填
額

県
の
情
報
隠
蔽
の
象
徴
事

例
が
香
港
便
赤
字
補
填

額
の
非
開
示
だ
。
県
議
が
委
員

会
で
追
及
し
て
も
「
言
え
ま
せ

ん
」。
県
民
が
公
文
書
公
開
請

求
し
て
も
黒
塗
り
文
書
が
出
て

く
る
だ
け
だ
。

　

非
開
示
理
由
は
「
航
空
会
社

の
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
た

め
」。
県
費
の
使
途
と
い
う
「
公

益
情
報
」
を
確
認
し
た
い
県
民

の
知
る
権
利
よ
り
、
外
国
の
一

民
間
企
業
の
「
経
営
情
報
」
の

保
護
が
優
先
さ
れ
た
。

　

航
空
会
社
は
香
港
の
グ
レ
ー

タ
ー
ベ
イ
航
空
。
徳
島
‐
香
港

の
定
期
便
を
二
年
間
運
航
す
る

約
束
だ
っ
た
が
、
約
十
か
月
で

ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
約
束
を
反
故
に

し
て
赤
字
補
填
を
持
ち
帰
っ
た
。

　

県
の
赤
字
補
填
額
非
開
示
は

ナ
ン
セ
ン
ス
な
対
応
だ
っ
た
。

県
費
の
使
途
は
本
来
公
開
が
原

則
。
県
民
の
財
産
で
あ
る
公
費

の
使
途
は
、
県
民
か
ら
の
請
求

が
な
く
て
も
積
極
的
に
公
開
す

べ
き
情
報
だ
。

　

非
開
示
に
す
る
理
由
も
な
い
。

グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
は
既
に

撤
退
。
香
港
定
期
便
事
業
は
終

わ
っ
て
い
る
。
事
業
効
果
を
検
証

し
、
今
後
の
定
期
便
事
業
の
参
考

に
す
る
た
め
に
も
、
費
用
対
効
果

を
開
示
す
べ
き
だ
。

　

営
業
秘
密
の
保
護
が
非
開
示

理
由
だ
が
、
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航

空
は
約
束
を
守
ら
ず
一
方
的
に

撤
退
し
た
。
信
頼
関
係
を
踏
み
に

じ
っ
た
不
誠
実
な
外
国
企
業
に

仁
義
立
て
す
る
必
要
は
な
い
。

県
は
昨
年
、
韓
国
と
香
港
に

定
期
便
を
飛
ば
し
て
い
た
。
赤

字
補
填
し
て
い
た
の
は
香
港
便

だ
け
。
赤
字
補
填
額
の
公
表
だ

け
で
な
く
、
特
別
扱
い
の
背
景

も
県
民
に
納
得
の
い
く
説
明
を

行
う
べ
き
だ
。

県
民
か
ら
は
「
赤
字
に
苦
し
む

中
小
企
業
は
県
内
に
多
い
。『
県

内
企
業
は
放
置
か
』
と
金
額
が
隠

蔽
さ
れ
た
香
港
定
期
便
の
赤
字

補
填
に
疑
問
を
抱
く
企
業
経
営

者
は
多
い
の
で
は
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

公
開
請
求
す
る
度
に
公
開
部

分
が
違
う
県
の
公
文
書
公
開

同
一
文
書
に
対
す
る
支
離
滅

裂
な
情
報
公
開
も
県
民
の

知
る
権
利
を
蔑
ろ
に
し
た
対
応

だ
。
同
一
文
書
な
の
に
、
な
ぜ
公

開
請
求
の
度
に
公
開
部
分
が
異

な
る
の
か
。
訳
が
分
か
ら
な
い
不

可
解
対
応
だ
。

　

本
紙
は
観
光
戦
略
で
香
港
を
訪

問
し
た
県
幹
部
の
旅
費
に
関
す
る

公
文
書
を
三
回
公
開
請
求
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
令
和
七
年
一
月
十

五
日
か
ら
の
三
泊
四
日
。
費
用
は

十
二
万
四
五
四
円
だ
っ
た
。

県
か
ら
は
同
じ
文
書
が
三
回

公
開
さ
れ
た
が
、
公
開
部
分
は

三
回
と
も
異
な
っ
て
い
た
。
一

回
目
と
三
回
目
は
金
額
が
す
べ

て
開
示
さ
れ
た
が
、
二
回
目
は

金
額
が
す
べ
て
黒
塗
り
さ
れ
て

い
た
。

同
一
文
書
な
の
に
、
記
載
さ

れ
た
金
額
が
公
開
↓
黒
塗
り
↓

公
開
と
支
離
滅
裂
な
県
の
対
応
。

県
は
違
い
を
「
一
回

目
と
三
回
目
は
旅
費

に
対
す
る
公
開
請

求
、
二
回
目
は
事
業

費
に
対
す
る
公
開
請

求
だ
っ
た
た
め
」
と

説
明
し
た
。

　

旅
費
だ
ろ
う
が
、

事
業
費
だ
ろ
う
が
、

公
文
書
公
開
請
求
で

同
じ
文
書
が
公
開
さ

れ
た
な
ら
、
公
開
部
分
は
同
じ

で
あ
る
べ
き
だ
。
県
職
員
の
恣

意
的
な
判
断
で
公
文
書
の
公
開

部
分
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

県
民
に
軸
足
を
置
き
公
正
公

平
な
情
報
公
開
を
行
う
べ
し

問
題
は
恣
意
的
に
行
政
情
報

を
隠
蔽
し
、
県
民
の
知
る

権
利
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
の
は

誰
か
と
い
う
こ
と
だ
。
想
定
さ

れ
る
の
は
担
当
の
原
課
長
、
阿

部
部
長
、
上
田
副
知
事
、
志
田

副
知
事
、
後
藤
田
知
事
だ
。

恣
意
的
で
裁
量
権
を
逸
脱
し

た
情
報
公
開
対
応
は
、
情
報
公

開
条
例
や
地
方
公
務
員
法
（
法

令
順
守
義
務
）
へ
の
抵
触
が
問

わ
れ
る
も
の
だ
。
県
議
会
や
監

査
委
員
は
監
視
の
目
を
光
ら
せ

る
べ
き
だ
。

県
庁
は
県
庁
職
員
の
た
め
で
な

く
、県
民
の
た
め
の
行
政
機
関
だ
。

担
当
の
原
課
長
ら
県
職
員
は
、
国

民
主
権
を
心
得
て
、
県
民
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
べ
き
だ
。

県
職
員
が
高
い
見
識
を
持
っ

て
公
正
公
平
に
情
報
公
開
を

行
わ
な
い
と
県
民
は
つ
い
て

こ
な
い
。
県
民
に
軸
足
を
置

き
、
県
議
会
が
議
決
す
る
予

算
を
忠
実
に
効
率
的
に
執
行

す
る
こ
と
が
県
職
員
の
責
務

だ
。
南
無
大
師
遍
照
金
剛
…
。

石
本
建
築
事
務
所
を
新
ホ
ー
ル
設
計
業
務
の
優
先
交
渉
権
者
に
選
ん
だ
徳
島
県
。
公
表
さ
れ
た
図
面
等
を
見
た
ゼ
ネ
コ
ン
関
係
者
は
異
口
同
音
に
「
工
事
予
算
は
二
百
億
円
で
は
無
理
。
五
十
億
円
は
足
り
な
い
」。
建
設
業
者
を
決
め
る
入
札
へ
の
不
参
加
を
公
言
す
る
ゼ
ネ
コ
ン
も
。

吉
野
川
北
岸
用
水

施
設
改
修
事
業

吉
野
川
北
岸
用
水

施
設
改
修
事
業

　
　
　
　

ド
タ
バ
タ
騒
動
続
出
だ
。
徳
島
県
の
観
光
協
会
と

地
域
商
社
だ
。
後
藤
田
知
事
が
役
員
に
民
間
人
材
を

起
用
。
高
額
報
酬
を
約
束
し
た
が
、
事
務
サ
イ
ド
が

財
源
確
保
に
四
苦
八
苦
。
ル
ー
ル
無
視
の
お
手
盛
り

報
酬
と
化
し
て
い
る
。
観
光
協
会
に
は
「
補
助
金
」、

地
域
商
社
に
は
「
委
託
料
」
の
名
目
で
多
額
の
公
費

を
垂
れ
流
す
徳
島
県
。
使
途
は
随
意
契
約
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
。
地
域
商
社
に
至
っ
て
は
情
報
公
開
制
度
も

な
く
、
誰
が
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
は
闇
の
中
だ
。

衆議院議院運営委員長衆議院議院運営委員長衆議院議院運営委員長

山口俊一衆院議員山口俊一衆院議員
（徳島二区）（徳島二区）

国
政
に
睨
み
利
か
す

国
政
に
睨
み
利
か
す

財
務
相
を

動
か
し
た
「
政
治
力
」  

財
務
相
を

動
か
し
た
「
政
治
力
」  

財
務
相
を

動
か
し
た
「
政
治
力
」  

片
山
財
務
相
が
陳
情
対
応 

阿
波
市
・
町
田
市
長

片
山
財
務
相
が
陳
情
対
応 

阿
波
市
・
町
田
市
長

▲今年四月に就任した范振國大阪総領事。
日本勤務が長い知日派の官僚だ。

高
知
県
日
台
親
善
協
会

高
知
県
日
台
親
善
協
会

高
知
県
日
台
親
善
協
会

台湾 ・大阪総領事ら

日台関係者が懇親
台湾 ・大阪総領事ら

日台関係者が懇親

観
光
物
産
の
プ
ロ
モ
ー

観
光
物
産
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
外
郭
団
体

シ
ョ
ン
を
行
う
外
郭
団
体

地
域
商
社
は
県
物
産
協
会

を
ベ
ー
ス
に
し
た
公
益

社
団
法
人
。
正
式
名
称
は
徳

島
県
産
業
国
際
化
支
援
機
構
。

工
芸
品
や
農
産
物
な
ど
県
産

品
を
販
売
す
る
た
め
に
、
国

内
外
で
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

観
光
協
会
は
一
般
財
団
法

人
。
観
光
客
を
誘
致
す
る
た

め
、国
内
外
で
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。
両
団
体
と

も
後
藤
田
知
事
が
外
郭
団
体

に
位
置
付
け
、
組
織
運
営
等

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

支
払
根
拠
の
な
い
役

支
払
根
拠
の
な
い
役

員
報
酬

員
報
酬

ド
タ
バ
タ
騒
動
は
役
員
報

酬
の
支
払
い
。
後
藤

田
知
事
は
地
域
商
社
会
長
に

南
波
岳
大
氏
、
観
光
協
会
副

理
事
長
に
姜
盛
文
氏
を
起
用
。

一
千
万
円
以
上
の
年
額
報
酬

を
約
束
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　

姜
副
理
事
長
は
三
月
一
日
、

南
波
会
長
は
四
月
二
十
日
か

ら
仕
事
を
始
め
た
。
姜
副
理

事
長
に
は
当
初
六
六
〇
万
円
、

後
に
一
、
六
五
〇
万
円
、
南

波
会
長
に
は
上
限
一
、
五
〇

〇
万
円
の
年
額
報
酬
が
提
示

さ
れ
た
。

報
酬
は
現
在
、
両
氏
に
月

額
制
で
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

法
律
や
定
款
違
反
が
指
摘
さ

れ
る
支
給
根
拠
の
な
い
「
お

手
盛
り
報
酬
」
だ
っ
た
。
支

払
い
理
由
の
な
い
金
が
支
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
な

総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
な

い
会
長
報
酬
、
地
域
商
社

い
会
長
報
酬
、
地
域
商
社

南
波
会
長
の
場
合
は
総
会

の
承
認
な
き
金
額
決
定

と
支
給
だ
っ
た
。
地
域
商
社

の
定
款
で
は
役
員
は
原
則
無

報
酬
。
例
外
と
し
て
報
酬
規

程
で
年
俸
を
決
め
、
総
会
で

承
認
さ
れ
た
場
合
は
報
酬
を

支
給
で
き
る
。

　

規
程
に
よ
る
常
勤
役
員
の

年
俸
は
一
、
五
〇
〇
万
円
。
地

域
商
社
は
こ
の
特
例
で
南
波

会
長
に
報
酬
を
支
払
っ
て
い

る
が
、
総
会
が
承
認
し
て
い
な

い
定
款
違
反
の
「
根
拠
な
き
お

手
盛
り
報
酬
」
だ
っ
た
。

　

厳
格
に
対
応
す
る
な
ら
、

地
域
商
社
は
現
在
、
南
波
会

長
に
報
酬
を
払
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
支
給
で
き
る
の
は

総
会
で
の
承
認
後
。
地
域
商

社
は
八
月
末
に
理
事
会
開
催

予
定
だ
が
、
総
会
開
催
日
は

未
定
だ
。

理
事
会
承
認
に
瑕
疵
が

理
事
会
承
認
に
瑕
疵
が

指
摘
さ
れ
る
委
託
業
務
、

指
摘
さ
れ
る
委
託
業
務
、

観
光
協
会

観
光
協
会

姜
副
理
事
長
の
場
合
は
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る

法
律
違
反
が
指
摘
さ
れ
る
金

額
決
定
と
支
給
だ
っ
た
。
観
光

協
会
は
六
月
か
ら
報
酬
で
は

な
く
業
務
委
託
料
と
し
て
年

額
一
、
六
五
〇
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

支
払
い
先
は
姜
副
理
事
長

が
経
営
す
る
㈱
カ
ン
商
事
。
副

理
事
長
が
委
託
業
者
と
し
て

協
会
か
ら
仕
事
を
も
ら
う
の

は
利
益
相
反
取
引
と
い
わ
れ
、

理
事
会
の
承
認
が
必
要
な
特

例
的
な
商
取
引
だ
っ
た
。

　

観
光
協
会
は
五
月
二
十
六

日
、
理
事
会
を
開
催
。
カ
ン
商

事
へ
の
業
務
委
託
を
認
め
た

が
、
重
要
事
項
で
あ
る
委
託
料

が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
間
の
抜
け
た
「
お
手
盛
り
承

認
」
だ
っ
た
。

　

瑕
疵
に
気
づ
い
た
観
光
協

会
は
七
月
二
十
七
日
、
理
事
会

開
催
を
予
定
し
た
が
、
一
部
理

事
が
利
益
相
反
取
引
に
反
発

し
て
欠
席
を
通
告
。
理
事
の
半

数
以
上
と
い
う
定
足
数
に
足

ら
ず
、理
事
会
開
催
が
流
れ
た
。

観
光
協
会
は
八
月
十
八
日

に
理
事
会
を
開
催
。
カ
ン
商
事

へ
の
業
務
委
託
を
再
議
決
す

る
予
定
だ
。
宙
に
浮
い
た
ま
ま

の
カ
ン
商
事
へ
の
業
務
委
託
。

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
月
額

委
託
料
は
根
拠
の
な
い
「
お
手

盛
り
委
託
料
」
だ
。

知
事
が
発
し
た
無
理
難
題

知
事
が
発
し
た
無
理
難
題

に
右
往
左
往
す
る
県
職
員

に
右
往
左
往
す
る
県
職
員

役
員
報
酬
を
め
ぐ
り
ル
ー

ル
無
視
の
ド
タ
バ
タ
騒

動
が
続
く
地
域
商
社
と
観
光

協
会
。
元
凶
は
後
藤
田
知
事

だ
。
お
気
に
入
り
の
民
間
人

を
リ
ク
ル
ー
ト
。
年
額
一
千

万
円
規
模
の
報
酬
を
両
団
体

に
指
示
し
た
と
さ
れ
る
。

　

右
往
左
往
す
る
の
は
地
域

商
社
や
観
光
協
会
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
県
職
員
だ
。
い
き

な
り
「
一
千
万
円
の
報
酬
出

せ
」
と
言
わ
れ
て
も
財
源
が

な
い
。
理
事
会
や
総
会
等
の

組
織
決
定
も
即
応
で
き
な
い
。

観
光
協
会
が
六
月
か
ら
姜

副
理
事
長
へ
の
支
払
い
を
六

六
〇
万
円
か
ら
一
、
六
五
〇

万
円
に
増
や
し
、
業
務
委
託

に
変
更
し
た
の
は
、
副
理
事

長
報
酬
で
は
そ
れ
だ
け
の
金

額
が
出
せ
な
い
か
ら
だ
。

観
光
協
会
は
「
副
理
事
長

の
仕
事
の
対
価
と
し
て
算
定

し
た
」
と
説
明
す
る
が
、「
副

理
事
長
が
委
託
業
者
」
と
い

う
の
は
疑
念
が
付
き
纏
う
。

す
っ
き
り
さ
せ
る
な
ら
、
副

理
事
長
を
辞
め
て
委
託
業
者

に
専
念
す
べ
き
だ
。

財
源
確
保
に
頭
を
悩
ま
せ

財
源
確
保
に
頭
を
悩
ま
せ

る
地
域
商
社

る
地
域
商
社

地
域
商
社
と
担
当
の
県
商

務
戦
略
課
も
南
波
会
長

の
報
酬
財
源
の
確
保
に
頭
を

抱
え
て
い
る
。
県
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
役
員
ら
の
管
理

職
手
当
は
業
務
委
託
料
に
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
金
額
は

二
八
二
万
円
。

　

年
間
一
、
五
〇

〇
万
円
の
会
長

報
酬
を
ど
う
捻

出
す
る
か
。
選
択

肢
は
補
正
予
算

で
業
務
委
託
料

を
増
額
し
、
会
長

報
酬
の
面
倒
を

見
る
か
。
地
域

商
社
の
売
上
げ

の
一
部
を
会
長

報
酬
に
回
す
か
。

　

結
論
は
明
白
。

「
自
分
の
給
料

は
自
分
で
稼
げ
」
だ
。
徳
島

都
市
開
発
の
社
長
を
や
め
て

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ

た
南
波
氏
。
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
発
揮
す
れ
ば
、
自
分
の

給
料
ぐ
ら
い
稼
げ
る
は
ず
だ
。

　

役
員
報
酬
の
捻
出
問
題
で

ド
タ
バ
タ
騒
動
を
演
ず
る
地

域
商
社
と
観
光
協
会
。
観
光

物
産
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
よ
り
役
員
報
酬
問
題
に
時

間
と
神
経
が
浪
費
さ
れ
る
歪

な
状
態
が
続
い
て
い
る
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ

に
投
入
さ
れ
る
県
補
助
金

に
投
入
さ
れ
る
県
補
助
金

地
域
商
社
と
観
光
協
会
に

投
入
さ
れ
る
多
額
な

公
費
の
使
途
も
疑
問
だ
ら
け

だ
。
観
光
協
会
に
は
「
補
助

金
」、
地
域
商
社
に
は
「
委
託

料
」
の
名
目
で
公
費
が
流
れ
、

事
業
原
資
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

観
光
協
会
に
流
れ
る
県
補

助
金
は
令
和
八
年
度
で
総
額

約
三
億
七
千
万
円
。
観
光
振

興
事
業
や
国
際
定
期
便
利
用

促
進
事
業
、
海
外
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
受
入
環
境
整

備
事
業
等
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　

最
も
多
い
の
が
、
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
。
補
助

金
総
額
は
一
億
九
、
五
〇
〇

万
円
。
そ
の
う
ち
一
億
一
、
〇

〇
〇
万
円
が
Ｌ
Ｃ
Ｃ
定
期
便

を
活
用
し
た
韓
国
か
ら
の
誘

客
戦
略
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
や
体

験
モ
ニ
タ
ー
、
テ
レ
ビ
や
映
画

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
等
だ

が
、
実
際
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗
率

を
上
げ
る
た
め
に
、
韓
国
の
学

生
や
旅
行
業
者
等
を
無
料
旅

行
に
招
待
し
た
だ
け
だ
。

　

四
月
と
五
月
の
二
か
月
で

明
知
大
学
な
ど
三
校
二
六
八

人
の
学
生
を
招
待
。航
空
券
代
、

宿
泊
代
、
バ
ス
代
、
懇
親
会
経

費
、
大
塚
国
際
美
術
館
の
入
場

料
等
に
二
、
六
八
一
万
円
を

使
っ
て
い
る
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗
率
を
上
げ

る
た
め
に
韓
国
人
の
無
料
招

待
旅
行
に
多
額
の
補
助
金
を

投
入
す
る
徳
島
県
。「
公
費
の

使
途
と
し
て
適
正
な
の
か
」。

「
金
で
買
っ
た
搭
乗
率
」
に
県

民
の
批
判
は
強
い
。

使
途
が
闇
の
中
、
地
域

使
途
が
闇
の
中
、
地
域

商
社
に

商
社
に
流
れ
る

流
れ
る
委
託
委
託
料料

地
域
商
社
に
県
か
ら
流
れ

る
業
務
委
託
料
は
令
和

八
年
度
で
約
二
億
七
千
万
円
。

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務

や
農
林
水
産
物
等
海
外
輸
出

業
務
な
ど
十
二
の
委
託
業
務

に
使
わ
れ
て
い
る
。

地
域
商
社
へ
の
委
託
は
競

争
性
の
な
い
随
意
契
約
。
地

域
商
社
は
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
外
部
専
門
家
に

業
務
を
再
委
託
。
国
内
外
で

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
し
て
い
る
が
、
実
態
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

　
「
海
外
へ
出
か
け
て
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
」「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
県
職
員
が
公
用
車

で
昼
寝
し
て
い
る
」
な
ど
業

務
実
態
が
疑
問
を
呼
ぶ
地
域

商
社
。
情
報
公
開
制
度
が
な

い
た
め
、
委
託
料
の
使
途
は

闇
の
中
だ
。

民
間
の
専
門
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
県
か
ら
派
遣
さ
れ

た
職
員
が
ペ
ア
で
国
内
外
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

う
地
域
商
社
。
情
報
公
開
制
度

を
早
急
に
導
入
し
て
公
金
の

使
途
と
業
務
実
態
を
県
民
に

開
示
す
べ
き
だ
。

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、

地
域
商
社
へ
の
委
託
料
あ
わ

せ
て
約
六
億
四
千
万
円
を
一

年
間
に
投
入
し
て
観
光
物
産

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す

る
徳
島
県
。
問
題
は
費
用
対

効
果
。
後
藤
田
知
事
は
投
資

効
果
を
県
民
に
説
明
す
べ
き

だ
。
神
の
ご
加
護
を
…
。

▲提言書を手渡した町田市長ら。

▲片山財務相と信頼関係を築いている町田市長。
事業への予算確保を要望した。

香港便香港便香港便香港便
赤
字
補
填
額
は

徳島県

志田副知事 上田副知事 原課長

「
隠
蔽
」

「
隠
蔽
」

「
隠
蔽
」

黒塗り文書で隠された行政情報黒塗り文書で隠された行政情報黒塗り文書で隠された行政情報

　
　
　
　
「
香
港
便
の
赤
字
補
填
額
は
隠
蔽
」「
同
一
文
書
の
公
開
部
分
が
公
開
請
求
す
る
度

に
異
な
る
」
…
。
県
議
会
や
県
監
査
委
員
は
県
の
情
報
隠
蔽
や
支
離
滅
裂
な
情
報
公

開
を
改
善
さ
せ
る
べ
き
だ
。「
透
明
度
ア
ッ
プ
」
の
県
政
改
革
が
掛
け
声
倒
れ
の
後
藤

田
県
政
。
県
民
の
知
る
権
利
が
黒
塗
り
文
書
で
封
印
さ
れ
て
い
る
。

「
蔑
ろ
に
さ
れ
た
知
る
権
利
を
回
復
さ
せ
ろ
」

「
蔑
ろ
に
さ
れ
た
知
る
権
利
を
回
復
さ
せ
ろ
」

「
蔑
ろ
に
さ
れ
た
知
る
権
利
を
回
復
さ
せ
ろ
」

県議会や監査委員は

行政監査で追及すべし県議会や監査委員は

行政監査で追及すべし県議会や監査委員は

行政監査で追及すべし

地域商社会長　南波岳大氏

観光協会常務理事　新居徹也氏

観光協会副理事長　姜盛文氏

がないがない情報公開制度がない

地域商社
情報公開制度がない

地域商社

辞
意
は
本
気
で
す
か
。

知
事
は
ど
う
言
っ
て
ま
す
か
？
。

公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が「闇の中」「闇の中」観光物産プロモーション観光物産プロモーション

情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度情報公開制度

地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社地域商社

辞
意
は
本
気
で
す
か
。

公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が公金の使途や業務実態が「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中「闇の中」」」」」」」」」観光物産プロモーション観光物産プロモーション観光物産プロモーション観光物産プロモーション観光物産プロモーション観光物産プロモーション

役員報酬めぐり　ドタバタ騒動
役員報酬めぐり　ドタバタ騒動

垂れ流される公費垂れ流される公費垂れ流される公費

地
域
商
社
に
約
二
億
七
千
万
円

地
域
商
社
に
約
二
億
七
千
万
円

地
域
商
社
に
約
二
億
七
千
万
円

観
光
協
会
に
約
三
億
七
千
万
円

観
光
協
会
に
約
三
億
七
千
万
円


